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花いっぱいの町になれ
　5月 9 日に名和小学校で、「みんなでいっしょ

に種まきしましょう」が、生涯学習まちづくり推

進協議会の部会事業として実施されました。

　子どもから高齢者まで 60 人が参加し、ヒマワ

リ、マリーゴールドなど 5種類の種を、持ち帰り

用のポットと公共施設用のポットに、協力してま

きました。

　みんなでまいた種が元気に育ち、花いっぱいの

町になるのが楽しみです。

▲きれいな花を咲かせて、「花づく
りコンクール」入賞をめざそう！

匂いたつ藤花にためいき

▲藤花の開花期間中に住雲寺を訪れた観光客
の総数は、約 15,000 人にのぼりました。
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新茶の季節になりました

▲陣構茶工場横の広場には、たく
さんのテントが立ち並びました
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親子でゴミ拾いをしました

　5月 5日、庄内スポーツ少年団野球部の新入部

員歓迎会の中で、通学路の清掃ボランティア活動

がおこなわれました。

　参加者は、親子 2班で高田と富長に分かれて、

約 1時間半かけて清掃をし、軽トラック 1台分の

ゴミを集めました。

　その後、親睦試合やバーベキューをおこない，

楽しいこどもの日となりました。

▲子どもたちが毎日歩く通学路。安心して通
学できるように、みんなで気をつけましょう
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心をこめて育てています

　5月 13 日、公民館では、桑本昭さん（上高田）

と美甘和幸さん（下大山）を講師に迎え、「花づ

くり講座」を開きました。

　この日は、朝顔の植えかえについて講義を受け

た後、発芽して成長した金魚草と百日草を実際に

ポットへ植えかえました。

　自分で水やりをして育てた花を、参加者のみな

さんは丁寧に植えかえていました。

▲前回の講座でまいた種。それぞれの自宅で
大切に育てて、こんなに大きくなりました
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児童送迎用自動車寄贈

▲山崎寛文御来屋郵便局長から、
大きな銀色の鍵が贈られました

ち
ぎ
り
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日頃の活動の成果を披露

▲今年の干支・申の絵や風景など
様々な作品が並んでいます

　このたび、光徳子供学園に「平成 16 年用寄附

金付お年玉付郵便葉書寄附金配分」として、児童

送迎用車両が寄贈され、5月 8日に贈呈式がおこ

なわれました。

　光徳子供学園では、現在 26 名の児童・生徒が

生活しており、送迎用の自動車は不可欠です。子

どもたちは「長く使えるように大切に乗ります」

と話していました。

　5月17日から5月28日まで、人権交流センター

で「ちぎり絵展」が開かれました。これは、同セ

ンターで活動中の「庄内ちぎり絵趣味の会」のみ

なさんの作品を展示したものです。

　ロビーに飾られたちぎり絵はどれも力作ぞろい

で、センター利用者のみなさんは足を止めてじっ

くりと作品に見入っていました。

　さわやかな五月晴れの広がった 5月 23 日、国

内有数の紅茶産地である陣構の茶工場周辺で、恒

例の「大山新茶まつり」が開かれました。

　茶畑では参加者が茶摘みをおこない、「手づく

り紅茶教室」で紅茶や緑茶、番茶などの作り方の

講習を受けました。また、陣構産のお茶や茶そば、

さざえのつぼ焼きなどを販売するテントも並び、

終日多くの人でにぎわいました。

　ゴールデンウイーク期間中の 5月 2日から 4日

まで、住雲寺で恒例の「藤まつり」が開かれ、約

7,000 人の観光客で賑わいました。

　藤棚の下では公民館サークル「お茶をたのしむ

会」や米子西高校茶道部による野点茶席が設けら

れ、琴修会名和教室や米子西高校筝曲部のみなさ

んによる美しい演奏もおこなわれました。

　訪れた人々は、花の甘い香りが漂う境内で、時

間を忘れてうっとりと藤の花に見入っていました。
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ルールを守って楽しくプレー

▲この大会は、秋には個人戦と地区対抗
の団体戦が予定されています

名
和
町
ゴ
ル
フ
大
会

優　勝　漆原　俊明 ( 旧奈和）

第 2位　高見　芳夫 ( 上坪西 )

第 3位　伊藤　佳典 ( 富長東 )

第 4位　乗本　伸 ( 古御堂）

第 5位　日野　譲 ( 下坪 )

ホールインワン　福本　悟(御来屋5区 )

戦　

績

（
敬
称
略)

献
血
者
顕
彰

献血ありがとうございます

▲次回の名和町での全血献血実施日は、
8月 6日 ( 金 ) です。あなたもご協力ください

かわいいポプリをありがとう

  4 月 21 日、押平３区の西山松子さんから名和町

人権交流センターに、｢かわいい子どもたちのた

めに ｣と『ポプリ人形』を寄贈していただきまし

た。かわいいピエロとイチゴの、ほんのりいい香

りが漂うポプリです。

  あすなろ児童館に来館する子どもたちも ｢かわ

いい～ ｣｢ いい匂いがするね ｣と口々に言ってい

ます。

▲児童館の子どもたちもお気に入りの、
ピエロといちごのポプリ

あ
す
な
ろ
児
童
館

町制50周年記念町制50周年記念

名和マラソンフェスタ2004　栄光の記録栄光の記録

順位 名前 記録 所属 出身
第 1部
ハーフマラソン
男子 (35歳以下 )

第 1位 徳安　祐輔 1:09:43 出雲市陸協 島根県出雲市
第 2位 山端　良尚 1:10:50 トクセン工業ＡＣ 兵庫県小野市
第 3位 三谷　耕次 1:11:13 気高郡陸協 鳥取県気高町

第 2部
ハーフマラソン
男子 (36歳以上 )

第 1位 上本　真吾 1:12:46 尾道体協 広島県福山市
第 2位 福間　伸司 1:17:17 神門体協 島根県出雲市
第 3位 森下　泰孝 1:17:33 井原ＲＣ 岡山県井原市

第 3部
ハーフマラソン
男子 (50歳以上 )

第 1位 西橋　孝政 1:18:47 ラスト羽合町ランナーズ 鳥取県羽合町
第 2位 矢田　敏明 1:21:19 安来走ろう会 島根県安来市
第 3位 梅田　謙一 1:24:53 ー 鳥取県米子市

第 4部
ハーフマラソン
女子

第 1位 信原　智子 1:29:36 倉敷福田走友会 岡山県倉敷市
第 2位 清水　茂里 1:40:52 ー 和歌山県御坊市
第 3位 木下　玲子 1:41:07 ＲＣ永江 鳥取県米子市

第 5 部　10km
男子 (35歳以下 )

第 1位 岩田　裕司 0:34:14 三朝町体協 鳥取県三朝町
第 2位 竹内　裕也 0:35;32 日立金属陸上部 鳥取県淀江町
第 3位 安木　喜俊 0:36:01 鳥取 AC 鳥取県鳥取市

第 6 部　10km
男子 (36歳以上 )

第 1位 高橋　泰夫 0:32:26 寅壱 CW-X 岡山県倉敷市
第 2位 鳥越　秀樹 0:36:08 アミーゴ倉敷 岡山県倉敷市
第 3位 梶本　広康 0:36:20 シルバー倉吉 鳥取県関金町

第 7 部　10km
男子 (50歳以上 )

第 1位 岩田　忠久 0:36:48 ウッディ RC 兵庫県三田市
第 2位 中村　好孝 0:38:45 松江市 島根県松江市
第 3位 伊藤　和夫 0:38:52 ー 島根県出雲市

第 8 部　10km
女子

第 1位 岩田みどり 0:43:45 三朝町体協 鳥取県三朝町
第 2位 岡田真起子 0:44:12 岡山 AC 岡山県岡山市
第 3位 角　たか子 0:50:15 ー 島根県平田市

第 9 部　　5km
男子(高校生以上)

第 1位 池田　信人 0:17:45 鳥取大学 鳥取県日南町
第 2位 袖澗　　磨 0:18:07 ユーメックス光 山口県周東町
第 3位 高原　尚宏 0:18:39 ゆめりくクラブ 岡山県長船町

第 10 部　　5km
女子(高校生以上)

第 1位 高田　光江 0:21:12 世羅陸協 鳥取県米子市
第 2位 多久和暁子 0:21:38 TEAMらすかる 島根県平田市
第 3位 村山　陽子 0:21:54 ー 鳥取県中山町

第 11 部　　5km
男子(中学生以下)

第 1位 井上　秀文 0:17:27 温泉中学校 兵庫県温泉町
第 2位 天野　大介 0:19:52 河北中学校 鳥取県倉吉市
第 3位 財賀　駿介 0:20:35 北条中学校 鳥取県北条町

第 12 部　　5km
女子(中学生以下)

第 1位 野場　有紗 0:25:46 小野小学校 兵庫県小野市
第 2位 永田　真悠 0:30:37 KITTY フレンズ 鳥取県倉吉市
第 3位 永田　朝美 0:33:17 KITTY フレンズ 鳥取県倉吉市

ペア・ジョギング・ウオーキングの各部門は、順位を定めていません
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　5月 16 日におこなわれた「名和マラソンフェスタ」の

各部門 ( ハーフ・10km・5km) の結果は次のとおりです。

　4月 25 日、社会体育協会ゴルフ部主催の「第

18 回名和町ゴルフ大会」が神田ゴルフ場でおこ

なわれました。

　この日はあいにくの荒天でしたが、強風に悩ま

されながらも、39 人が熱戦を繰り広げました。

　5月 18 日、日本赤十字社の「献血者顕彰規定」

による感謝状の伝達式がおこなわれ、日野敞之さ

ん ( 駅前 ) が感謝状と記念品を受けました。

　これは、満 60 歳までに 50 回以上の献血をし

た人が、60 歳を迎えた後最初の献血をおこなっ

たときに贈られるものです。

　尊い生命を救うために欠かすことのできない献

血に、みなさんもご協力をお願いします。


